
  

クオリティインディケーター（QI）成果報告 

〔リハビリテーション室〕 

指標名 

 休日/平日リハビリテーション実施率 

目標・ゴール 

休日/平日実施率：90.0％以上 （理学・作業療法どちらかの実施） 

目標・ゴール達成による効果 

 曜日に関係なく 365 日切れ目のないリハビリテーションの提

供を目指す。休日も理学療法・作業療法のどちらかが介入する

ことで、入院中の活動量低下や廃用を防ぎ、ADL の向上と早期

の自宅退院に繋げる。 

目標・ゴールに対する成果の状況 

[成果] 2026 年度 4 月～8 月（途中までの経過になります） 

 休日/平日実施比率：85.7％（2025年度：81.6％） 

 （参考）平日実施率：75.4％ 休日実施率：64.6％ 

 



目標・ゴール達成度 

※該当項目に☑をつけてください 

□S ：大幅に目標を上回った 

□A＋：目標を多少上回って達成 

□A ：目標を達成 

☑B＋：目標を少し下回った 

□B ：目標を下回った 

□C ：目標を大幅に下回った 

□－ ：外的要因により継続困難となった。 

目標・ゴールの課題・改善策 

 休日/平日実施率は前年度より 4.1ポイント改善したが、平日実施率

の低下（82.6％→75.4％）による影響も含まれており、休日実施率も

64.6％と前年度を下回っている。実施率はベッド稼働率やリハビリテー

ション処方数にも影響を受ける。また、今年度の人員構成として新入職

員が 2 名在籍しており、育成期間中のため 1人あたりの実施件数が限ら

れたことも要因と考えられる。 

 今後は休日の出勤体制と担当患者様の割り振りを見直し、理学療法

士・作業療法士で協力して休日の介入を増やしていく。新入職員につい

ては、教育体制を整えて早期に独り立ちできるよう支援し、休日出勤に

も段階的に参加できるようにする。あわせて平日の実施率の回復にも取

り組み、365 日の切れ目ないリハビリテーション提供を目指す。また、

病棟でも取り組める自主トレや看護師と共にできるリハビリテーション

を指導していく。 
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